
様式２（指定管理者施設）

１．施設の概要

２．類似施設・近隣施設

３．利用状況 単位：人、％

公園利用者数

バーベキュー場利用者数

利用者数合計

目標値

目標値設定の考え方

対20年度比

稼働率

指定管理者施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート（平成22年度事業分）

223,800 223,800 238,000 265,000

設置根拠
（法律、条例等）

設置目的

施設名

所在地

管理方式

設置年月日
（改築年月日等）

甲府市下向山町1271

曽根丘陵公園 都市計画課

昭和61年

所管課

指定管理者（富士観光開発・富士グリーンテックグループ、平成21年4月1日～）

方形周溝墓広場、芝生広場、ふれあい広場、野外ステージ（野外研修施設）、
バーベキュー施設、花の広場、歴史植物園、自然観察路、日本庭園、緑地、園
路、駐車場

119.1%

265,074

①　施設、備品の管理運営業務
②　施設（緑地を含む）・設備の維持管理業務
③　県が実施するイベント等への協力

2,678

都市公園法、山梨県都市公園条例

昨年度の実績値
を、達成の目標
とした。

2,115

100.0%

1,670

昨年度実績か
ら、ナスカ展入場
者数を減した数
より3％増加を見
込む

199,268

以下に掲げる都市公園としての機能を発揮すること。
　　・遊び、憩いの場を提供すること
　　・防災拠点としての機能を発揮していくこと。
　　・良好な緑地景観、環境を提供すること。
　　・歴史文化を学ぶ場を提供すること。

御勅使南公園、富士川クラフトパーク

平成23年度
（目標値）

237,360 265,074

平成21年度

199,268

平成20年度

主な施設内容
（定員等）

昨年度の実績値
を、達成の目標
とした。

主な業務内容

名称・施設内容・
利用状況等

237,360

133.0%

目標人数を達成
できなかったた
め、H20年度の
目標値と同じと
する。

利
用
者
数

平成22年度

133.0%
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４．収支状況 単位：円、％

施設利用料

指定管理者委託料

その他

収入合計（A）

人件費

県への納付金

管理運営費

（うち外部委託費）（B)

支出合計（C）

収支差額（A－C）

外部委託比率（B÷C）

利用者一人当りの経費

※直営の年度は、県の収支を記入し、指定管理者施設の年度は、指定管理者の収支を記入する。

５．利用者満足度

単位：％

①良好な緑地環境の提供

②遊び、憩いの場の提供

③施設等

④接客等

各項目の平均

※調査項目は、施設ごとに適宜変更する。

52,537,987 55,508,000

0583,825

66,897,987 67,708,000

※利用者１人当りの経費の算定式は、直営（H○～○年）：（支出－収入）÷利用者数、指定管理者
（H○～）：指定管理者委託料÷利用者数。

満足

4.0% 0.0%

調査項目

254

21.0% 1.0%

283

31.0% 1.0%

36.0%

24.8%

1.0%

不満やや満足

11.0%

やや不満

66,699,232 67,658,000

24,600,683

36.9%

0.0%

23,812 250,000

12,200,000

43,062,899

52,339,232

14,360,000

0 0

67,458,000

67,708,000

平成21年度
平成22年度
（計画値）

平成22年度
（実績値）

0823,512

収
入

67,658,000 67,481,812

0.0%

49,358,000

67,522,744

14,360,000

7.0%

55,458,000

73.0%

78.0%

72.9%

0

平成23年度
（計画値）

255

67,458,000

49,358,000

0

64.4%

67,458,000

200,000

・ホームページを利用する等の広報活動を積極的に行う。公園内案内看板の設
置について要望を行う。

0.3%

利用者の意見

3.3%

実施方法等
実施時期：平成22年4月～23年3月、実施方法：公園利用者へのアンケート、回
答数：136人

67,408,000

12,200,000

支
出

68.0%

85.0%

利用者の意見へ
の対応

・遊具が新しく幼児や小学生低学年の子供には好評だが、小学生高学年には少
し物足りないとの意見があった。
・公園の宣伝を発信してほしいとの意見が多い園内通路看板が非常に分かりに
くいとの意見があった。

71.8%

56.0%

338

114,744
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６．評価結果

施設所管課の指
導事項に対する
指定管理者の対
応状況

施設・設備等の修繕において、迅速に対応し安全確保を第一に利便性を低下さ
せることのないよう実施した。さらに植栽管理・遊歩道管理・バーベキュー場等を
徹底し利用者に快適な環境を堤供すると共に、考古博物館と連携を図りながら
イベントを企画したことが、公園利用者数の増加につなげている。

植栽管理の徹底が、満足度にも反映さ
れている。利用者の意見にもあるよう
に、ホームページを利用する等の広報
活動を積極的に行う必要がある。

適切な日常管理、定期管理がされてい
る。
施設の点検等も専門業者に委託を行
い、修繕等の対応を適切に行ってい
た。

施設所管課の評価

維持管理業務

考古博物館等関連機関と連携を図り運
営を行っていた。

施設の安全管理や災害時の備えが適切に行われており、効果的な管理運営が
図られたが、施設の老朽化が進んでいるため、施設等の維持管理を強化するこ
と。
今後は、ホームページ等を利用した広報活動を積極的に行い、利用者への情報
提供を行う必要がある。

・管理体制を整えて、常時植栽管理を
徹底していることが満足度に表れた。公
園の利用人数は確実に増えているが、
もう少し宣伝効果を充実させ利用者に
発信していく。

収支状況

利用者満足度

施設所管課によ
る総合的な評価
及び指導事項

・イベントなど考古博物館や研修セン
ターと連携し遺跡の説明などを実施し
た。

・緑の広い芝生空間や遊歩道や展望広
場の整備などをして、利用者数の底上
を目標とした。利用状況

・管理の効率化を行い、経費節減に取
り組んだ。

業務計画書のとおり日常点検、定期点
検が行われ、適切に運営管理が行わ
れている。特に、植栽管理を徹底し、快
適な環境を提供していた。

・施設の保守管理は老朽化している箇
所が多いため、日常の点検等において
経年劣化による不具合がないか注意
し、必要に応じた予防措置や初期対応
を行なった。

経費等を節減した管理運営が行われて
いた。今後も施設管理の徹底、広報活
動に力を入れるなど利用者の増加に努
めること。

運営業務

自主事業

・当公園の特性を十分認識して、緑の
広い空間や遊歩道整備、バーベキュー
場など公園管理運営における理念が確
立できた。

植栽管理等を徹底し、快適な環境を提
供したことやイベントを実施したことが
利用者の増加につながった。

指定管理者の自己評価

運営目標の達成
状況

運営目標の指標
　入園者数　目標値　238,000人　→　実績値　265,074人
　バーベキュー場利用者数　目標値　2,200人　→　実績値　2,678人
入園者数、バーベキュー場利用者数ともに目標値を上回り、目標を達成できた。
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７．管理体制（組織図）

　施設管理（2名）

副園長･植栽管理長（1名）

総合マネジメント業務
公園の総責任者

園長（1名）

マネジメント補佐･園内施設巡回警

マネジメント補佐･緑地維持管理
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